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【法第34条第２項（作業許可）について】

作業許可の対象になる行為とならない行為は、次表のとおりです。

法第34条第２項 対象となる 対象とならない行為

に掲げられた行為 行為の内容 具体例 留意事項

立竹の伐採 立竹を刈り取ること ・ササの刈払

により当該保安林を

維持できないおそれ

のある行為

立木の損傷 立木を損ない傷つけ ・樹幹の外樹皮の剥離（桧皮・桜 内樹皮まで剥離する行為は、

ることにより立木の 皮のはく皮、虫害防除のための 立木の損傷に該当

生育を阻害するおそ 荒皮むき等）

れのある行為 ・生長錘等による樹幹のせん孔

・ステイプル・針・釘等の打付け

・極印の打刻、品等調査のための

打突等

・枯枝又は葉量を大幅に減少させ 歩道のかぶり取りのためのも

ず樹幹を損傷しない生枝の切除 のであっても、葉量を大幅に

（歩道のかぶり取りのための枝 減少させ又は樹幹を損傷する

の切除、測量の見通し確保のた 行為は立木の損傷に該当

めの枝の切除等）

・病虫害の治癒又は樹勢の回復の

ために行う腐朽部分の切除等

・立木からのキノコの採取及び立 キノコと同時に立木の一部を

竹の損傷 削ぎ取る行為は立木の損傷に

該当

下草、落葉又は落 下草、落葉又は落枝 ・表土を露出させない範囲の下草 「一時的に除去した後に直ち、

枝の採取 を選んで拾い取るこ 落葉又は落枝の収集（数株程度 に復元する行為」とは、例え

とにより土壌の生成 の下草・数枚程度の落葉・数本 ば稚樹の発生状況を調査する

が阻害され、又は土 程度の落枝の収集） ために下草、落葉又は落枝を

壌の理学性が悪化若 ・下草の刈払、下草、落葉又は落 短期間除去し、調査終了後に

しくは土壌が流亡す 枝を一時的に除去した後に直ち 当該除去した下草等を元の場

るおそれのある行為 に復元する行為 所に戻す行為であり、長期間

下草等を除去したまま放置さ

れ、露出した森林土壌が降雨

等によって崩壊・流出するお

それがある場合は、下草、落

葉又は落枝の採取に該当

・キノコ及びタケノコの採取 キノコ及びタケノコの採取で

あっても、採取後に穴が開い

たまま放置される場合は、土

地の形質の変更に該当

「 」 、家畜の放牧 牛、馬、羊などを放 ・家畜の通行及び家畜の一時的な 家畜の一時的な繋留 とは

し飼いすることによ 繋留 保安林を通行する家畜を休息

り立木の生育に支障 等のために一時的に繋ぎ止め

を及ぼし又は土砂が る行為を指し、長期間繋ぎ止

流出し若しくは崩壊 めることによって表土が踏み

するおそれがある行 固められるような場合は、家

為 畜の放牧に該当

、土石又は樹根の採 土や岩石を掘って、 ・立木の根系を露出又は損傷せず

掘 その中の土石又は樹 下草、落葉又は落枝によって拾

根を取ることにより 集後の地表が被覆される程度の

立木の生育を阻害す 土石の拾集（数個程度の石の拾

るか又は土砂が流出 集等）

し、若しくは崩壊す

るおそれのある行為
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開墾その他の土地 土地の形状又は性質 ・立木の更新又は生育の支障とな 「立木の更新又は生育の支障

の形質を変更する を復元できない状態 らず、かつ掘削又は盛土をしな とならず」とは、例えば、植

行為 にするおそれのある いか又は一時的にした後に直ち 栽本数が3,000本/ha（約1.

行為 に復元する行為（例示すれば、 8m四方に一本の割合）とさ

・農地の造成 杭・測量杭の挿入、地質調査の れている場合は、伐採跡地に

・砂、砂利又は転石 ためのボーリング、基礎・境界 1.5m四方の移動式の物置を

の採取 標・炭焼窯の埋設、挿入又は埋 置いたままにする行為、又は

・鉱物の採掘 設した物件の採掘、施肥、標識 ２m四方の移動式の物置を一

・宅地の造成 ・道標・案内板・作業小屋・ト 時的に置いた後植栽義務の履

・土砂捨てその他物 イレ・集材路の設置又は改築人 行までに撤去する場合が該当

件のたい積 の通行及び車両の通行等） するが、２m四方の移動式の

・建築物その他の工 物置を放置したままにするこ

作物又は施設の新 とにより、指定施業要件に従

築又は増築 って植栽することを妨げる場

・土壌の理学的及び 合は、土地の形質を変更する

化学的性質を変更 行為に該当

する行為 「掘削又は盛土を...一時的に

その他の植生に影響 した後に直ちに復元する行

を及ぼす行為 為」とは、例えば、測量杭を

設置するために、表土に短期

間穴を開け、測量杭の設置後

その穴に元の土を埋め戻す行

為であり、長期間穴を開けた

まま放置され、当該穴の壁面

又は当該穴から一時的に掘り

出された土が降雨等によって

崩壊・流出するおそれがある

場合、土地の形質を変更する

行為に該当

「杭・測量杭の挿入等」であ

っても、立木の更新又は生育

の支障となるか、掘削又は盛

土をするか若しくは一時的に

した後に放置される行為は、

土地の形質を変更する行為に

該当

「設置」とは、移動式のトイ

レ等を表土を掘削又は盛土せ

ずに置くこと等であり 「改、

築」とは、既設の作業小屋等

を解体し同一の区域内に新し

い作業小屋等を建設すること

等であり、同一の区域からは

み出す部分がある場合は、土

地の形質を変更する行為に該

当


